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K o u r i n

　　　Ｖｅｇｅｔａｒｉａｎ　Ｃｏｏｋｉｎｇ

　　　　　　　　い　も　も　ち

長芋、、、、、、、、400ｇ
白玉粉、、、、、、250ｇ
ゴマ油、、、、、、小さじ1杯
味噌、、、、、、、、大さじ1杯
干し椎茸、、、、20ｇ
にんじん、、、、25ｇ
たけのこ、、、、50ｇ
みつば、、、、、、３束
白ごま、、、、、、80ｇ
ごま油、、、、、、少々
砂糖・みりん・醤油、、、、、、小さじ1/2杯

専光寺住職夫人　村井千波さん

一 皿 精 進

1、 皮をむいた長芋を薄く切って蒸し、よくつぶす。
　白玉粉はミキサーにかけて１と混ぜる。
2、干し椎茸、にんじん、たけ
のこ、みつばをゴマ油で炒め、
　味噌を入れる。
3、１をピンポン玉大（約40ｇ）
　にのばし、２を包み、一つ
　ずつラップでくるんで約十分ほ
　ど蒸す。
4、白ごまをよく摺り、砂糖、
　　みりん、醤油でたれを作る。
5、蒸した団子にゴマだれをかけ、
　　青じそを散らす。

材 　 料 作り方

去る2月２６日、久留米石橋文化ホールで　　　
平成１３年度檀信徒研修会が開かれました。
満員の会場で読経のあと、総本山知恩院布教師
有本　亮啓師「家庭にみ仏の光を」の講演のの
ち、河内家菊水丸師匠の新聞詠み河内音頭
「法然上人一代記」が行われました。

浄土宗福岡教区檀信徒研修会開催さる大切なことは人間が自分の人生について覚る、自分がこうして生

きているということの意味について心から納得する、そのために

いったい何が自分をかくもたらしているのかということを知る。　

つまり自分をほんとうに捉えるということなのです。　　　　

　　　　　　　　　　石原　慎太郎『法華経を生きる』より

冒頭のこの一文を読んでどう思われるでしょうか？平常の生活を過ごしてい
る時は、自分の意志で何でもやっているように思い込んでいる。しかし、ひ
とたび病気や事故、社会的、経済的困難に巡り会うと、自分のやっているこ
とは何なのか？自分はどうしてこんなめにあわなければならないのだろうと
思い悩むのです。
ところで、次の3問の問いに「できる」と答えられる人はいるでしょうか？
1、自分の誕生日を決めてこの世に生まれてきましたか？

2、自分の心臓を好きな時に動かしたり、止めたりできますか？

3、死んでから自分の力で棺桶に入ることができますか？

これは檀信徒研修会で有本上人がお話になったことですが、そんなことでき
るひとはこの世には誰一人いません。そこがまさに「不可思議なこと」で
す。そのことをよくしることが、本当の自分を捉えることになりはしないか
と思った次第です。
よく「お寺には死んだのちにお世話になります」と言う方がおられます。
しかし、私達僧侶でも超能力者ではないので、死んでしまった人に、心から
その人生を納得するようにさせることはできません。不可思議な存在阿弥陀
様に救っていただくよう皆さんが祈ることを勧めることが大切です。
お釈迦様も「縁なき衆生は度し難し」といっておられます。
これから一体世の中がどうなるのか多くの人が不安に思っています。しかし
一人一人が光をはなつつもりで過ごしてほしいものです。阿弥陀様はみなさ
んの鏡です。笑ってむかうものには笑みで返し、怒りには怒りがかえるその
ことをよく自覚すべきです。彼岸は絶好の修行の時です。
ぜひお詣り下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　掌　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住職　　俊　翁　　拝



　
奈
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七
）

其
の
壱

　
觀
自
在
菩
薩
が
般
若
波
羅
密
多
を
深
く

行
じ
て
、
こ
の
世
の
真
実
を
照
見
さ
れ
た

時
、
五
蘊
の
働
き
に
依
っ
て
起
る
こ
の
世
の

全
て
の
出
来
事
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な

い
。
執
着
し
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば

實
体
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
と
諦
め
に
觀

じ
て
わ
す
れ
て
し
ま
い
な
さ
い
。
舎
利
子
よ

現
象
世
界
は
移
ろ
い
ゆ
く
も
の
で
あ
り
、
移

り
行
く
よ
う
に
し
て
現
象
世
界
を
表
象
し
て

い
る
。
舎
利
子
よ
全
て
の
出
来
事
は
生
滅･

垢
浄･

増
減
と
い
う
形
で
現
は
れ
て
色
受
想

行
識
と
と
ら
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
眼
耳

鼻
舌
身
意
と
認
知
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
色

聲
香
味
觸
法
と
執
着
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
も
と
も
と
は
實
体
が
な
い
こ
と
を

深
く
識
る
が
故
に
、
不
二･

無
無
と
否
定
に

否
定
を
重
ね
て
現
實
肯
定
を
し
て
喜
び
と
し

て
受
け
止
め
る
。
智
慧
も
て
人
生
に
喜
び
と

希
望
を
見
い
出
す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
様
な
気
持
に
な
ら
ん
が
為
に
眞

實
心
の
中
よ
り
般
若
波
羅
密
多
と
叫
び
続
け

る
が
故
に
苦
厄
と
恐
怖
の
心
の
つ
ま
ず
き
は

遠
く
離
れ
、
誤
っ
た
見
解
が
消
滅
し
て
安
ら

か
な
る
心
境(

涅
槃
の
境
地)

が
芽
生
え
て
く

る
の
で
あ
る
。
正
し
く
般
若
波
羅
密
多
と
叫

ぶ
が
故
に
叫
び
の
功
徳
に
依
り
深
い
目
さ
め

の
心
が
安
楽
な
心
境
と
な
り
叫
び
続
け
る
が

故
に
實
体
の
な
い
移
ろ
い
ゆ
く
出
来
事
の
中

に
深
い
愛
と
慈
悲
の
心
を
持
っ
て
手
を
差
し

伸
べ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

く
め
ど
も
尽
ぬ
佛
の
慈
悲
に
抱
か
れ
生
か
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
般
若
と
頭
に
満
る
響
き
、

波
羅
と
胸
に
沸
く
力
、
密
多
と
腹
に
力
を
ほ

と
ば
し
ら
せ
智
慧
と
勇
気
も
て
行
動
せ
ん
。

其
の
弐

　
或
る
時
、
私
は
目
を
閉
じ
て
思
考
せ

り
、
そ
し
て
気
付
け
り
、
生
ま
れ
た
者
は
必

ず
死
す
、
死
し
て
亡
く
な
る
私
が
今
在
り
、

今
こ
の
時
我
は
在
り
故
に
生
ま
れ
る
前
の
我

と
今
の
我
と
死
し
て
後
の
我
に
気
付
け
り
、

今
の
我
は
前
と
後
の
証
な
る
こ
と
を
知
れ

り
、
目
を
開
け
て
あ
た
り
を
見
れ
ば
ま
わ
り

に
移
ろ
い
ゆ
く
も
の
あ
り
、
目
を
閉
じ
れ
ば

我
在
り
、
目
を
開
け
れ
ば
、
移
ろ
い
ゆ
く
も

の
あ
り
、
生
ま
れ
る
前
と
死
し
て
後
の
私
に

は
何
も
な
い
。
故
に
今
の
私
な
く
ば
な
に
も

な
い
。
今
の
我
在
る
が
故
に
す
べ
て
は
あ
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
す
べ
て
は
我
で
あ

り
我
は
す
べ
て
で
あ
る
。
我
は
い
た
る
と
こ

ろ
に
在
っ
て
な
に
も
の
で
も
な
い
、
我
は
い

た
る
と
こ
ろ
に
在
っ
て
全
て
で
あ
る
。
私
は

今
こ
こ
に
い
て
私
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

目
を
閉
じ
て
生
き
通
し
の
我
は
、
な
に
も
な

い
こ
と
を
知
り
て
、
も
と
も
と
は
な
い
移
ろ

い
ゆ
く
も
の
を
み
と
め
り
、
目
を
開
け
て
限

ら
れ
た
い
の
ち
あ
る
私
と
移
ろ
い
ゆ
く
も
の

を
み
と
め
り
。

　
こ
の
様
に
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
い
う
こ
と
の
あ
か
し
で
あ
り
、
あ
る
と

い
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
の
あ
か
し
で

あ
る
と
気
付
け
り
。
そ
こ
に
生
き
通
し
の
我

と
生
ま
れ
死
す
私
と
の
出
会
い
が
あ
る
。
そ

れ
故
に
、
移
ろ
い
ゆ
き
て
は
定
ま
ら
ず
、
私

は
時
と
処
と
は
か
ら
い
に
従
い
て
生
ま
れ
て

死
に
ゆ
く
の
で
あ
る
。
す
べ
て
は
我
の
な
せ

る
わ
ざ
で
あ
り
、
す
べ
て
は
私
に
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
故
に
、
た
だ
共

に
等
し
く
あ
ら
ん
と
願
い
、
共
に
と
こ
と
わ

に
あ
ら
ん
と
祈
る
の
み
。

唯
識
三
十
頌

　
稽
首
唯
識
性
　
満
分
清
浄
者
　
　
　
我
今
釋
彼
説
　
利
楽
諸
有
情

　
由
仮
説
我
法
　
有
種
々
相
転
　
　
　
彼
依
識
所
変
　
此
能
変
唯
三

　
謂
異
熟
思
量
　
及
了
別
境
識
　
　
　
初
阿
頼
耶
識
　
異
熟
一
切
種

　
不
可
知
執
受
　
処
了
常
与
触
　
　
　
作
意
受
想
思
　
相
応
唯
捨
受

　
是
無
覆
無
記
　
触
等
亦
如
是
　
　
　
恆
転
如
暴
流
　
阿
羅
漢
位
捨

　
次
第
二
能
変
　
是
識
名
末
那
　
　
　
依
彼
転
縁
彼
　
思
量
為
性
相

　
四
煩
悩
常
倶
　
謂
我
癡
我
見
　
　
　
并
我
慢
我
愛
　
及
余
触
等
倶

　
有
覆
無
記
摂
　
隨
所
生
所
繋
　
　
　
阿
羅
漢
滅
定
　
出
世
道
無
有

　
次
第
三
能
変
　
差
別
有
六
種
　
　
　
了
境
為
性
相
　
善
不
善
倶
非

　
此
心
所
遍
行
　
別
境
善
煩
悩
　
　
　
隨
煩
悩
不
定
　
皆
三
受
相
応

　
初
遍
行
触
等
　
次
別
境
謂
欲
　
　
　
勝
解
念
定
慧
　
所
縁
事
不
同

　
善
謂
信
慚
愧
　
無
貪
等
三
根
　
　
　
勤
安
不
放
逸
　
行
捨
及
不
害

　
煩
悩
謂
貪
瞋
　
癡
慢
疑
悪
見
　
　
　
隨
煩
悩
謂
忿
　
恨
覆
悩
嫉
慳

　
誑
諂
与
害
（
心+

喬
）
無
慚
及
無
愧
　
　
掉
誉
与
（
心+

昏
）
沈
不
信
并
懈
怠

　
放
逸
及
失
念
　
散
乱
不
正
知
　
　
　
不
定
謂
悔
眠
　
尋
伺
二
各
二

　
依
止
根
本
識
　
五
識
隨
縁
現
　
　
　
或
倶
或
不
倶
　
如
濤
波
依
水

　
意
識
常
現
起
　
除
生
無
相
天
　
　
　
及
無
心
二
定
　
睡
眠
与
悶
絶

　
是
諸
識
転
変
　
分
別
所
分
別
　
　
　
由
此
彼
皆
無
　
故
一
切
唯
識

　
由
一
切
種
識
　
如
是
如
是
変
　
　
　
以
展
転
力
故
　
彼
々
分
別
生

　
由
諸
業
習
気
　
二
取
習
気
倶
　
　
　
前
異
熟
既
尽
　
復
生
余
異
熟

　
由
彼
彼
遍
計
　
遍
計
種
々
物
　
　
　
此
遍
計
所
執
　
自
性
無
所
有

　
依
他
起
自
性
　
分
別
縁
所
生
　
　
　
円
成
実
於
彼
　
常
遠
離
前
性

　
故
此
与
依
他
　
非
異
非
不
　
　
　
　
如
無
常
等
性
　
非
不
見
此
彼

　
即
依
此
三
性
　
立
彼
三
無
性
　
　
　
故
物
密
意
説
　
一
切
法
無
性

　
初
即
相
無
性
　
次
無
自
然
性
　
　
　
後
由
遠
離
前
　
所
執
我
法
性

　
此
諸
法
勝
義
　
亦
即
是
真
如
　
　
　
常
如
其
性
故
　
即
唯
識
実
性

　
乃
至
未
起
識
　
求
住
唯
識
性
　
　
　
於
二
取
隨
眠
　
猶
未
能
伏
滅

　
現
前
立
小
物
　
謂
是
唯
識
性
　
　
　
以
有
所
得
故
　
非
実
住
唯
識

　
若
時
於
所
縁
　
智
都
無
所
得
　
　
　
爾
時
住
唯
識
　
離
二
取
相
故

　
無
得
不
思
議
　
是
出
世
間
智
　
　
　
捨
二
（
鹿+

鹿+

鹿
）

重
故
　
便
証
得
転
依

　
此
即
無
漏
界
　
不
思
議
善
常
安
　
　
安
楽
解
脱
身
　
大
牟
尼
名
法

　
己
依
聖
教
及
正
理
　
分
別
唯
識
性
相
義
　
所
獲
功
徳
施
群
生
　
願
共
速
証
無
上
覚

唯
識
三
十
頌

　
唯
識
の
性
に
お
い
て
満
に
分
に
清
浄
な
る

人
に
稽
首
す
我
今
彼
の
説
を
釈
し
諸
の
有
情

を
利
楽
せ
ん
。

　
仮
に
由
て
我
法
あ
り
と
説
く
、
種
々
の
相

転
ず
る
こ
と
あ
り
、
彼
は
識
の
諸
変
に
依

る
、
こ
の
能
変
は
唯
三
の
み
な
り
、
謂
わ

く
、
異
熟
と
思
量
と
及
び
了
別
境
識
と
な

り
、
初
め
は
阿
頼
耶
識
な
り
異
熟
な
り
、
一

切
種
な
り
、
不
可
知
と
執
受
と
処
と
了
と
な

り
常
に
触
と
作
意
と
受
と
想
と
思
と
と
も
な

り
。
唯
捨
受
と
の
み
相
応
す
。
是
は
無
覆
無

記
な
り
。
触
等
も
亦
是
の
如
し
、
恒
に
転
ず

る
こ
と
暴
流
の
如
し
、
阿
羅
漢
の
位
に
捨

す
。
次
は
第
二
能
変
な
り
、
こ
の
識
を
末
那

と
名
づ
く
、
彼
に
依
て
転
じ
て
彼
を
縁
ず
、

思
量
と
性
と
も
相
と
も
な
す
、
四
の
煩
悩
と

常
に
倶
な
り
謂
く
、
我
癡
と
我
見
と
、
な
ら

び
に
我
慢
と
我
愛
と
な
り
、
及
び
余
の
解
等

と
倶
な
り
、
有
覆
無
記
に
摂
む
、
生
ず
る
所

に
隨
っ
て
繋
せ
ら
る
、
阿
羅
漢
と
滅
定
と
出

世
道
と
に
は
有
る
こ
と
な
し
、
次
は
第
三
能

変
な
り
。
差
別
な
る
こ
と
六
種
有
り
、
境
を

了
す
る
を
性
と
も
相
と
も
な
す
。
善
と
不
善

と
倶
非
な
り
、
此
の
心
所
は
遍
行
と
別
境
と

善
と
煩
悩
と
隨
煩
悩
と
不
定
と
な
り
、
皆
三

受
と
相
応
す
。
根
本
識
に
依
止
す
。
五
識
は

縁
に
従
て
現
ず
、
或
は
倶
に
或
は
倶
に
な
ら

ず
濤
波
の
水
に
依
る
が
如
し
、
意
識
は
常
に

現
起
す
、
無
相
天
に
生
じ
た
る
と
、
及
び
無

心
の
二
定
と
睡
眠
と
悶
絶
と
を
除
く
、
初
は

遍
行
な
り
触
等
な
り
、
次
は
別
境
な
り
謂
わ

く
欲
と
勝
解
と
念
と
定
と
慧
と
な
り
、
所
縁

の
事
同
じ
か
ら
ず
、
善
と
い
う
は
謂
わ
く
信

と
慚
と
愧
無
貪
等
の
三
根
と
、
勤
と
安
と
不

放
逸
と
行
捨
と
及
び
不
害
と
な
り
、
煩
悩
と

い
う
は
謂
わ
く
貪
瞋
と
癡
と
慢
と
疑
と
悪
見

な
り
、
隨
煩
悩
と
は
謂
わ
く
忿
と
根
と
覆
と

悩
と
嫉
と
樫
と
誑
と
諂
と
害
と
（
心+

喬
）

と
無
慚
と
及
び
無
愧
と
掉
誉
と
（
心+

昏
）

沈
と
不
信
と
併
び
に
懈
怠
と
放
逸
と
及
び
失

念
と
散
乱
と
不
正
知
と
な
り
、
不
定
と
い
う

は
悔
・
眠
と
尋
伺
の
二
に
各
二
あ
り
、
こ
の

諸
識
は
転
変
し
て
分
別
た
り
、
所
分
別
た

り
、
此
れ
に
由
て
彼
は
皆
無
し
、
故
に
、
一

切
唯
識
な
り
、
一
切
種
識
に
由
り
て
是
の
如

く
、
是
の
如
く
変
ず
、
展
転
力
を
以
て
の
故

に
、
彼
々
の
分
別
生
ず
、
諸
業
の
習
気
と
二

取
の
習
気
と
倶
な
る
に
由
り
、
前
の
異
熟
既

に
尽
く
れ
ば
復
た
余
の
異
熟
を
生
ず
、
彼
々

の
遍
計
に
依
っ
て
種
々
の
物
を
遍
計
す
。
此

の
遍
計
所
執
の
自
性
は
所
有
な
し
。
依
他
起

の
自
性
の
所
生
な
り
、
円
成
実
は
彼
に
於
い

て
常
に
前
の
前
の
を
遠
離
せ
る
性
な
り
故
に

此
れ
と
依
他
と
は
異
に
も
非
ず
不
異
に
も
非

ず
、
無
常
等
の
如
し
、
此
を
見
ず
し
て
彼
を

見
る
も
の
に
非
ず
、
即
ち
此
の
三
性
に
依
っ

て
彼
の
三
無
性
を
立
つ
、
故
に
佛
密
意
を
以

て
一
切
法
は
性
無
し
と
説
き
た
ま
う
。
初
の

は
即
ち
相
無
性
な
り
、
次
の
は
無
自
然
性
な

り
、
後
の
は
前
の
所
執
の
我
法
を
遠
離
せ
る

に
由
る
性
な
り
、
此
れ
は
諸
法
の
勝
義
な

り
、
亦
即
ち
是
れ
真
如
な
り
、
常
如
に
し
て

そ
の
性
の
故
に
即
ち
唯
識
の
実
性
な
り
、
乃

ち
識
を
起
し
て
唯
識
の
性
に
住
せ
ん
と
求
め

ざ
る
に
至
る
ま
で
二
種
の
隨
眠
に
於
て
猶
を

能
く
伏
滅
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
現
前
に
少
物

を
立
て
て
是
れ
唯
識
性
と
謂
え
り
、
所
得
有

る
を
以
て
の
故
に
実
に
唯
識
に
住
す
る
に
非

ず
、
も
し
時
に
所
縁
に
於
て
智
都
て
所
得
な

し
、
爾
の
時
唯
識
に
住
す
、
二
取
の
相
を
離

る
る
が
故
に
無
得
な
り
不
思
議
な
り
、
是
れ

出
世
間
の
智
な
り
、
二
の
鹿
重
を
捨
す
る
が

故
に
便
ち
転
依
を
証
得
す
、
此
れ
即
ち
無
漏

界
な
り
。
不
思
議
な
り
、
善
な
り
、
常
な

り
、
安
楽
な
り
、
解
脱
身
な
り
、
大
牟
尼
な

る
を
法
と
名
く
己
に
聖
教
及
び
正
理
に
依
っ
て

唯
識
の
性
・
相
の
義
を
分
別
せ
り
、
獲
る
所
の

功
徳
を
も
っ
て
群
生
に
施
す
。
願
く
は
共
に
速

に
無
上
覚
を
証
せ
ん
こ
と
を
。

大
意
を
取
り
て

　
仏
に
帰
依
致
し
ま
す
。
我
等
人
間
は
唯
識
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・

意
の
六
識
と
そ
の
六
識
の
依
り
て
起
り
た
る
を

未
那
識
（
第
七
識
）
と
呼
び
、
そ
の
依
り
て
起

り
た
る
を
阿
頼
那
識
と
呼
び
、
こ
れ
は
無
覆
無

記
で
暴
流
の
如
し
、
そ
し
て
我
等
こ
の
八
識
の

人
は
遍
計
（
は
か
ら
い
）
と
依
他
起
（
か
か
わ

り
）
と
円
成
実
（
な
り
た
ち
）
を
営
ん
で
い

る
。
仏
の
深
い
思
い
や
り
の
な
せ
る
備
わ
り
し

能
力
（
ち
か
ら
）
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
現
実

の
人
生
の
生
死
・
有
・
無
・
貧
富
・
男
女
・
昼

夜
等
の
二
辺
を
一
つ
と
受
け
止
め
ら
れ
る
人
間

に
な
り
た
い
も
の
。
そ
の
心
境
こ
そ
安
楽
で
あ

り
、
解
脱
で
あ
る
。
願
わ
く
は
全
て
の
人
も
共

に
こ
の
心
境
に
到
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ

る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
唯
識
と
は
、
そ
の

様
に
造
ら
れ
た
人
間
の
働
き
で
あ
る
か
ら
全
て

が
許
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
こ
に
人
間
の
営

な
み
の
全
て
を
肯
定
し
て
全
て
を
も
ら
す
こ
と

な
く
救
い
取
る
心
を
感
じ
取
ら
な
け
れ
ば
唯
識

で
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
仏
の

深
意
で
あ
る
と
、
だ
か
ら
三
十
頌
も
言
葉
を
続

け
て
裏
付
け
（
言
い
訳
け
）
て
い
る
の
で
あ
る

と
読
む
な
ら
ば
、
凡
夫
・
悪
人
の
救
済
の
頌
と

し
て
切
々
た
る
心
が
観
て
取
れ
る
。
　
つ
づ
く


